
 

 

 

 

 

 

６年生 人権まちづくり講座第２弾で、学校代表として発表をしてきました。 

１２日（月）三連休の最終日でしたが、今年

も６年生の子どもたちが学校を代表して、人権

まちづくり講座第２弾で、保々のつどいで発表

した内容を中心にして、発表をしてくれました。

いつも地域の方から「子どもたちの発表を聞く

と、元気をもらいます。」「子どもたちも保々に

いっしょに住むなかまですね。」と、声をかけて

いただきます。今年は、差別をなくすために今

取り組んでいることが発表の内容になっていた

こともあって、「行動に移すにはエネルギーがい

りますね。」「６年生の子が一生懸命に差別をな

くしたいと考えて、行動

しようとしていることが

わかりました。」などの感

想までいただきました。 

また、６年生も２月２

２日に予定をしている保々小学校フェスを地域の方にもうまく宣伝

をしていました。１３：４０～保々小学校体育館で行うそうです。

ここで宣伝をしたということは、子どもたちは地域の方にも来てほ

しいと思っているということだと思います。他学年の保護者の方も

参観いただけます。 

３年生 黄粉作り・豆腐作りを体験しました。 

１４日（水）大豆作りでもお世話になってき

た齋藤悟さん（学校運営協議会委員）とＪＡ三

重四日市の職員さんにお世話になって、黄粉作

りと豆腐作りを体験させてもらいました。 

黄粉作りには、齋藤さんの自宅にある石臼を

持ってきていただき、昔ながらの方法で、挑戦

させてもらいました。石臼の周りに５人ぐらい

ずつの子が囲って、隣りの人へ石臼についてい

る木を手渡し、何度も何度も回します。大豆を入れたばかりの時は大変重く感じ、豆が挽

けてくると少しずつ軽くなります。どの子もそのことを体感できたようです。また、一度

挽いた粉をすくってもう一度石臼の穴に入れ、再び挽きなおしてみると、手に伝わってく
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Ｐ同推部部長の齋藤さんも 

手話の取り組みで舞台の上へ 



る重みがかわり、出てくる黄粉もどんどんきめ

細かくなっていきます。最後は、ミキサーを使

って仕上げてもらいました。大豆を挽いた時に

でる大豆のにおいが、部屋中に広がっていまし

た。 

家庭科室ではＪＡの日置さんを中心に、豆腐

作りについての説明を聞いて、早速豆腐作りを

始めました。ミキサーを使って温水と大豆をか

き混ぜ、こし布を絞って、豆腐とおからに分けます。豆腐を中火で湯煎し、６０℃になっ

たら消泡剤を入れて、７５℃になるまで底をなでるようにかき混ぜます。そこからやや強

めの中火で１０分間引き続き底をなでるようにかき混ぜ、８５℃～９０℃まで上がったら、

湯煎から下し、タオルの上で８２℃に下がるまでかき混ぜます。そこへあらかじめ作って

あったにがりをボールにいっきに入れ、しゃもじでバツの字に切り、ふたをします。新聞

紙で保温し、１５分程度置いたのち、新聞紙をはがし、５分程度置きます。ざるにスライ

ドさせながら豆腐を移し、オタマで軽く押さえたら完成です。その後、自分たちで作った

お豆腐をみんなで食べました。大豆から変身する姿をじっと見ていたこともあってか、大

豆本来の味がする豆腐となっていたようです。 

毎年、黄粉作りと豆腐作りを見させていただいてきましたが、今年も一つ教えてもらっ

たことがありました。それは、黄粉にする大豆と豆腐にする大豆の違いです。同じ「福豊」

ですが、ぷくぷく太った豆は豆腐に、小粒な物は黄粉に使われるそうです。美味しい豆腐

を作るには良質なたんぱく質が多い方がよいからだそうです。 

当日は、１０名の保護者の方にお手伝いに来ていただき、大変助かりました。片づけも

随分とお世話になったと聞いています。ありがとうございました。 

５年生 感謝祭開く 

 ５年生は１５日（木）午前中に感謝祭を開催

しました。残念ながら５年Ａ組は先週１３日

（火）午後から１６日（金）まで（実質は１８

日の日曜日まで）学級閉鎖でしたので、５年Ｂ

組の子だけで、お客様を迎えることになりまし

た。２クラスで役割分担もして準備をしていま

したから、子どもたちにとっては一大事です。それでも、１カ月以上前に案内状を出し、

仕事まで休んで出席してくださる方々のことを考えますと、延期はできませんでした。Ｂ

組もフルメンバーではない状況でしたが、Ａ組の人の気持ちを考え、「自分たちがやらなけ

れば。」と意気込み、前日の準備から限られた時間の中で、準備を進めてくれたそうです。 

 当日は、保々の自然に親しむ会の方１１名と東芝山岳ボランティアの方１名が、お忙し

い中お越しいただきました。お礼の言葉の後、早速秋に収穫させていただいたお米を使っ

ておにぎりをむすびました。お米の味がわかるようにと、塩をつけずにおにぎりにしまし

た。また、人権総合学習で学習してきた外国の料理の中からご飯を使った料理として、リ

ゾットとアロスコンレチェを作って、食べていただきました。そして、保々のつどいで発

表をした内容をアレンジして、今までお世話になった体験から学んだことを発表し、お礼

の気持ちを伝えました。 


